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１ 聖光学院とは

• 聖光学院中学校高等学校

• 設立 1958年

• キリスト教教育修士会（本部カナダ・ケベック州）

• １学年 定員225名男子のみ

• 本年度在籍1369名

• 中学1年～高校1年までは５クラス

高校２年～ ６もしくは７クラス

• 通学範囲 神奈川県/東京都/千葉県/埼玉県/群馬県



２ 理科の授業時間数

公立は中学校11時間

公立高等学校普通科で最低6時間（文系）、

最高は14時間？（理系）

授業時間数 内訳
中1 4 ２×２
中2 4 ２×２
中3 4 ２×２
高１ 6 ２×３

文系　　理系 文系　　　　理系
高2  2            6 １×２　　　　３×２
高3  3            8 1.5×２　　　4×２
通算  23         32



３ 私の担当

• 中学３年生「理科Ⅱ」（地学分野）週５０分×２
内容は中学校理科の地学分野＋地学基礎（７
割程度）

• 特徴：生徒全員が私の授業を受ける

• 「理科Ⅰ」は物理分野 週５０分×２



４ 地学関連の学習歴

中学１年 地理

• 地形の学習は地形図を読むことも含め十分

• 学校周辺の地形観察済み（海食崖 明治初期
の海岸線 谷地形 縄文海進 下末吉海進など
本校の住所は中区滝之上）

• 第四紀は概略ではあるが学習済み

地学分野 中学1年レベルは小学校時に学習



５ 私の授業
中学３年

岩石・鉱物/火山・地震/プレートテクトニクス 学習の後で

日本列島の成り立ち＋地形・地盤・土壌を説明

これに併せて自然災害/防災を説明

さらに

• 地名は何を表しているか

• なぜそこに崖があるのか/なぜここは坂なのか

• 東京の地形地質の東西断面

• 南関東の地形の特徴

• 関東ロームの特性

• 鉄道（山手線・京浜東北線）の線路はなぜここか

• 住宅の工法 一戸建てから集合住宅まで

• 買ってはいけない不動産



６ 課題のねらい

• 各教科・科目で学習したことは無関係ではなく有機的
に結びついていることを理解させる（学際）

• 自分の毎日の生活場所に目を向けさせる（通学距離
が長く家と学校の往復で地元意識が希薄なことが災害時の

弱点として気付かせる）（生活者・地域）

• 気象・災害情報を理解し、自然災害を科学的に分析
できる第一歩とする（防災）

• 与えられた情報を鵜呑みにしないで疑いの目で見る

（情報源の確認）（情報）

• 自分の住んでいる住宅を通じて「工学的視点」の大
切さに気付かせる（工学）

• 自分で課題を発見し、報告書の形でまとめ他人に説



７ 課題の内容
二学期の中頃に冬休みの課題（1月提出）として「僕はこんな所
に住んでいる」を与える
内容： 自分の住んでいるところの地形や地盤を考察し、関東大
震災クラスの地震や南関東直下型地震発生時にどの程度の被
害が生じるか推定する。また、台風などの豪雨災害についても検
討すること。

記述すべきこと
①住所 （番地まで）
②国土地理院２万５千分の一地形図 を国土地理院のサイト
（http://watchizu.gsi.go.jp/）からプリントし、自分の住んでいる場
所に赤丸をつけること。google earthのサイトから明治時代の地
図を見ることができる
（http://googleearth.raifu.info/l_tokyo2.html）これを参考にすると
地形の人為的変化が分かる。
また、国土変遷アーカイブ（http://archive.gsi.go.jp/airphoto/）で
空中写真を見ることができる。
③海抜



④近くにある水の場所（海の場合は海抜と同じ、川の場合は
水面からのおおよその高さ）からの高さ：【津波・高潮や堤防
破壊・水害のリスクはあるかを調べる。】

【川とは、そこの地盤・斜面が弱いから水が流れるように
なった場所】

⑤自治体が発行している防災地図のコピー（ここにも住んで
いる場所に赤丸をつけること）

⑥自宅から最寄りの指定避難場所への経路を⑤に書き入れ
る。

⑦実際に写真を撮りながら避難場所まで歩いて行き、災害
時にそこに行くことが困難か、容易か、途中の危険性はどう
かなどを調べる。【自治体の提供している災害時情報を鵜呑
みにしないで、自分の五感を総動員して判断する】



⑧自分の住んでいる家（マンション・団地などは全体の建物）を周囲の地
形が分かるように入れて撮影する。

⑨住んでいるところが、元の地形からどのくらい変わっているかを②を参
照して比較検討する。
「動かした関東ローム層は必ず崩れる。」が基本であることを理解するこ
と。
【埋め立て地？ 崖の下？ 埋土？ ０ｍ地帯？ 谷地形？ 台地？など、
これによりどのような地形の所に住んでいるかを客観的に判断できる】

⑩3.11のときに自分の家はどのくらい揺れたか。不在だった人は家の人
の話や地震後の部屋の状況から判断する。【自宅の耐震性・防火性能は
どうか】

⑪自分の住んでいる家は安全か。
建物が一戸建てならば、在来工法、２×４、プレハブ（鉄骨系 コンクリー
ト系 木質系などと共にどの住宅メーカーか）、鉄筋コンクリート作りなど
を調べる。
マンション・公団住宅のような建物は鉄筋鉄骨コンクリート工法（SRC）、

鉄筋コンクリート工法（RC）、プレキャスト工法（PC）か調べる。また、何階
に住んでいるか。



⑫3.11で自宅もしくはその周辺に被害はでたか。被
害が出ていれば、それらについても解説すること。

⑬地形や建物の構造を十分に把握したのち、自分
が住んでいるところの地盤や建物がM７クラスの地
震（3.11よりも揺れると予想される）に耐えられるか
判断する。

⑭以上のことから、M７クラスの直下型地震で自分
はどの程度の被害を受けるか推定する。かなり危
ないと判断されるところに住んでいる人は、どのよう
にすれば生き残れるかを考察する。



この課題については以下のサイトを参考にすると良
い。これ以外にも参考になるものは多数あるが、個人
のブログなどは参考にしてはいけない。公式な情報
やそれに準じるものに限り参考にすること。参考にし
た場合は出典を必ず明記のこと。くれぐれも注意して
おくが、この課題は1日や2日で簡単にできるものでは
ないことを忘れずに。

地質図 https://gbank.gsj.jp/geonavi/

国土地理院 http://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do

今昔マップ２ http://ktgis.net/kjmap/

東京地盤危険度被害想定東京

http://www5d.biglobe.ne.jp/~kabataf/souteitokyo.htm



神奈川県防災情報
http://www.pref.kanagawa.jp/sys/bsi/portal/1,3202,9,9.html

国土交通省ハザードマップ http://disapotal.gsi.go.jp/bousaimap/

e-かなマップ http://www2.wagamachi-guide.com/pref-
kanagawa/enter.asp

日文研所蔵地図 地域別索引
http://tois.nichibun.ac.jp/chizu/index_area14.html

Google Mapを使って1970年代、1990年代の航空写真を見ることができま
す。

中川寛子氏の解説
http://www.homes.co.jp/cont/press/buy/buy_00055/

家の工法比較は「一戸建て」「工法」などで検索すると多数出てきます。



木造軸組工法(在来工法)

長所
◆敷地の形態に応じて設計の
自由度が高い

◆間取りやデザイン等の制約が
少ない

◆比較的広い開口部の設置が可能
◆比較的安価で予算に応じた施工
が可能

◆他工法に比べ増改築が比較的容易
◆日本の気候風土に合致し居住性が高い

短所
◆一部の他工法に比べ工期が若干長くかかる
◆施工者の腕次第で施工むらが起こる場合がある



２×４工法（ツーバイフォー）
アメリカ・カナダで開発された建築工法で、
別名「枠組壁工法」・「2×4工法」とも呼ばれます。
基本的に2×4インチ（5×10cm）の断面の木材で作られた枠組に
構造用合板を釘打ちした木製パネルを組み合せて床、壁、天井
などの面を構成し、上からの重量や地震など横からの揺れを支
えます。
釘により組み立てる工法であるため、その釘の種類・本数など

が構造強度の面から重要になりますが、一般の在来工法に比べ
ると、地震に対する強度がかなり強いとされています。
長所
◆構造部材が規格化され、ばらつきが少ない ◆職人の技能に左右
されにくい
◆工期が比較的短くてすむ
◆耐震性に優れている
◆耐風性に優れている
◆在来工法に比べ耐火性に優れている
短所
◆在来工法等に比べ開口部が制限される場合がある
◆在来工法等に比べ設計の自由度が低い



鉄筋コンクリート工法（RC）

柱・梁・壁・床などの構造体に鉄筋コンクリートを使用した建築工法で、通常「鉄
筋コンクリート造」と呼ばれます。上部及び横からの力を壁・床などで支える「壁
式工法」、柱・梁などで支える「ラーメン工法」などに分かれます。
十分な品質管理が行われた場合、耐久性に優れていますが、現場施工のため
工期が比較的長くかかります。また、構造体の重量が重いため
軟弱な地盤等においては杭打ちなど特殊な基礎工事が必要になります。
どちらかというと中高層の建築物に適しているといえます。
長所
◆他工法に比べ耐火性に優れている
◆外観などの形を比較的自由にできる
◆ラーメン工法では広い開口部の設置が可能
短所

◆現場施工のため他工法に比べ工期が長くかかる
◆施工者の管理次第で耐久性に影響がでる
◆地盤の状態によっては不経済な場合がある
◆壁式工法では間取り、開口部などの制約がある



８ 評価の方法
中学３年 理科Ⅱ 冬休み課題評価シート （抜粋）

課題への評価 防災の観点から見た生活安全度を探れているか。
課題で要求している事柄が出来ていない場合は□にチェックが入っ
ています。
□１ 君が住んでいる場所（住所）が分からない。
□２ 地面と一番近くの川（海岸線）の水位の差を調べていない。
□３ 地盤の安定度を推定していない。
□４ 自分の住んでいるところの地形が不明。
□５ 地形の過去と現在を比較していない。
□６ 自分の住んでいるところの地形図がない。
□７ 防災マップなどがない。
□８ 大地震の時に液状化の可能性が高いか低いか判断していない。
□９ 地震に伴う崖崩れは考えられるかなどを予測していない。
□10 周辺の建物の倒壊が被害を及ぼす可能性を考えていない。
□11 火災の延焼被害を考えていない。



必ず見させる内容（迅速地図と現代の比較）



９－１ レポートの例（タイトル編）

調べてみないと分からない，気付かない土地の危険性









付近の地盤情報













避難経路の表現例





９－２ レポートの例（文章編）

• 避難場所周辺で人の渋滞が予想される

• 避難場所までで類焼

• 避難場所裏口施錠されている

• 避難所に行く方が危険（自宅待機がよい）

• 広域避難場所より、近くの公園のほうが

• 地盤は悪くないが、人為的に地形が変えられて
きている

• 地盤は良いが、施工業者が問題

• 地盤が悪いので、それなりの施工が必要



• 昔の川が暗渠になっており、地盤を疑う

• 河川が氾濫したら避難所には行けない

• 家の近くのブロック塀に亀裂⇒不同沈下？

• 自分の家は大手の施工でRCなので安全

• ひな壇住宅地で若干地盤が心配（周囲は盛
り土）

• 大手住宅メーカー施工、昔の方が部材が良
い

• マンション施工業者の善し悪しが分からない

例 パークシティＬａＬａ横浜（横浜市都筑区池辺町）



１０ レポートへの私のコメント
• 現在の地図と過去の地図を比較するときは、大きな地形の変更

がないかを地形が分かるスケール（縮尺）で示すことが必要です。
詳細な地形はそのあと実物を見渡せば推定が出来ます。（明治時
代の地図を見ることは不動産購入時の基本です。）

• 広域避難場所について、その場所自体を疑問視（考察）している
人極めては少数でした。行政が指定した場所が果たして本当に安
全か周囲の地形・地盤・住宅密集度などから考えてみて下さい。
盲目的に行政情報を信じるのは危険です。広域避難場所に行くこ
とが危険度を上げる場合もあります。

• 広域避難場所へ行くときの経路上でポイントを説明するときは、写
真の脇に説明を加えるとともに、地図上で場所を示し、矢印で撮
影方向を示すくらいはして下さい。人に説明する内容になっていな
い人がほとんどです。

• 避難しなくてはならない場合、天候や季節による行動の違いも考
慮に入れて頭の中でシミュレーションしておくことが大切です。



• 建物の安全性を考えるときは地盤と建物本体の情報が必要です。建物
の工法について「SRC 鉄骨鉄筋コンクリート作り」と「RC 鉄筋コンクリー
ト」の区別をつけること。マンションに住んでいる人で自分の建物は「RC」
と書いている人が多くいます。高層の集合住宅は「SRC」が主です。正確
に理解して下さい。築年数も重要な情報で、これを調べていない人が多く
いました。

• うちは「RC」なので安全と書いている人が沢山いましたが、大きな間違
いです。阪神淡路大震災では中層の集合住宅が倒壊したり、潰れたりし
ています。斜面ごと崩れた集合住宅もありました。あくまでも基本は地盤
です。

まとめ
• 地盤の悪いところに暮らさなくてはいけない場合、それなりの対策を覚

悟しないといけません。先日NHKでも紹介していましたが、3.11で大規模
な液状化が起こった千葉県浦安市では液状化を防ぐため住宅の周囲に
沢山のパイプを打ち込まなくてはならず、そのための費用が一戸あたり
200万円掛かるそうです。ほとんどの家屋は地震後の修繕に数百万規模
支出しているはずですから、ここで更なる追加支出が難しい家もあります。
最初から考えて住む所を決めていればこのような問題は起こりません。

• 昨年8月の広島豪雨災害も同様です。昭和20年枕崎台風では広島及
びその周辺で1000人以上亡くなっています。

• もう一度自分の暮らしている場所を見直すとともに、これからいろいろな
所へ行ったときに防災の観点からその土地を見てみると良いでしょう。



１１ まとめ 地学（理科）教育の課題

① 「地形を読む」ことができるように.

周りの景色の先にあるものを知ると世界が拡がる

⇒ 読図のような「スキル」を完成させる授業がな
い.〈社会科と協力必要〉 完成しなくとも次へ進む.

② 理科の実験実習は確認・追認がすべて.

避難経路作成は各自に与えられた前提が異なり、

写真を撮りながら客観的に分析できる教材

⇒ 課題を自分で探し、研究することは無理．実験は

既成の実験シートに記載して終了．真の考察を求め
る教育は行われていない．（大学の基礎実験も同じ）



ひとりで行う実験・実習は皆無．グループで行わ
せると必ずデータを写すだけの生徒が出てくる．

③ 授業は教科・科目縦割りであり、生徒もそれに
浸りきっている.

防災・減災を考えさせることは複合的思考を促す
良い機会である.

⇒ 授業は入試科目に支配されている．

多くの教員は複合的思考を持って授業をしてい
ない．広がりのある授業ではない．

（複合的思考で授業をしたくても，生徒の知識レ
ベルがそこまで到達していない!?）
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